
第５学年 算数科学習指導案

日 時 平成 21 年９月９日（水）５校時

場 所 かがやき教室（少人数指導教室）

児 童 ５年１組 男子 20 名 女子 14名 計 34名

指導者 福井 正人

１ 単元名「計算のきまりを見なおそう」（東京書籍Ｐ６８～７１）

２ 単元について

(1) 教材について

第５学年「数量関係」の目標は，「百分率や円グラフを用いるなど，統計的に考察することができ

るようにするとともに，数量の関係を式で表したり，式をよんだり，その関係を調べたりすること

ができるようにする。」である。

第３学年では，九九の構成の際に用いた計算原理を振り返る活動を中心としながら，加法・乗法

で，交換法則・結合法則が成り立つことを学習した。第４学年では，（ ）を用いた式の表現のし方

とその計算順序のきまり，整数では分配法則が成り立つことを学習した。交換法則，結合法則，分

配法則は，■や●等の記号を使って一般化できることもその際に学習している。また，整数の乗法

や除法で成り立つ計算の性質は，乗除計算のし方を考える中で学習してきた。

本単元では，整数についての分配法則と，四則の相互関係について学習する。分配法則の学習に

おいては，前学年までに学習した内容の繰り返しとなるが，４年生の学習では「分配法則の原理の

理解」が学習の中心であったのに対し，本単元では「分配法則を用いる」ことを扱う点が異なって

いる。式そのものの学習となるため，抽象度の高い学習となるが，途中式の意味を話し合うことで

原理に立ち返って具体的に理解できるようにすることが大切である。また，乗法と除法で成り立つ

計算の性質の学習においても同様に，学習した性質を活用する学習に取り組む。

なお，本単元の学習を受けて，第７単元の小数のかけ算の学習や，第８単元の小数のわり算の学

習，第６学年で行う分数のかけ算とわり算の学習へと発展していく。

(2) 児童について

計算のきまりの学習では，前学年でアレイ図を手がかりとしながら，立式した結果を等号でつな

げることを確認し，分配法則を導いている。また，加法と減法，乗法と除法の間には，逆算の関係

があることを，検算の式を考える場面等を通して学習してきた。

レディネステストの結果を見ると，交換法則と，結合法則を適用して□に入る数を答える問題で

は，どちらも正答率が 80％以上であるが，分配法則を適用して答える問題では 56％の問題もあり，

約半分の児童が忘れてしまっている。式のきまりの問題では，加減混合や乗除混合の計算は 80％程

度の正答率となっているが，（ ）のある四則混合計算では正答率が 32％と低くなった。３口の四

則混合の総合式で答えを求める文章題では，答えの正答率よりも式の正答率が低かった。これらの

結果を受けて，分配法則を適用するための手順，（ ）のある四則混合計算の立式と計算順序を重点

として補充指導を行った。



【レディネステストの結果】

番号 正答率(％) 番号 正答率(％)

１(１) 交換法則の適用 ９１ ４(１) 乗法と減法の混合計算 立式 ６２

(２) 結合法則の適用 ８５ 答え ７７

２ 数量関係を言葉の式で表す ８８ (２) 除法と加法の混合計算 立式 ７０

３(１) 加減混合計算 ７９ 答え ７６

(２) 乗除混合計算 ８５ ５(１) 分配法則の適用 ７１

(３) 連除計算 ６８ (２) 分配法則の適用 ７１

(４) 四則混合計算（括弧あり） ３２ (３) 分配法則の適用 ５６

これまでに児童は，１学期単元の「小数のかけ算とわり算」や，「分数のたし算とひき算」の学習

等で，式を用いて自分の考えを説明したり，友だちが考えた式を図と関連付けて説明したりする学

習を行ってきた。その結果，積極的に式を用いて自分の考えを説明しようとする児童が増えてきた。

反面，答えを求めることに集中し，考え方を説明すること自体に抵抗感を示す児童もまだ多い。そ

こで，不完全な表現も容認しつつ，友だちの考えた式表現の意味について話し合う中で理解を深め

られるようにさせたい。

(3) 指導について

本単元を指導する上で重要な要素の１つは，計算のきまりや性質の学習への抵抗感を取り除くこ

とであると考える。児童がこのような学習に抵抗感を感じる原因は，学習内容が抽象的で，「便利だ」，

「役に立つ」といった実感をなかなかもてないことにあると考える。そこで，学習した計算のきま

りや性質を活用させ，有用感を味わわせることを意識して指導にあたる。

計算のきまりの学習では，まず，児童が考えた式と図を関連させながら，分配法則について振り

返る。次に，分配法則を活用する問題に取り組ませる。問題提示の際に，本時の学習の中心となる

問題だけでなく，分配法則の活用が比較的容易な問題も提示し，解決させることにより，分配法則

を活用するということへの具体的なイメージをもたせると共に，法則を活用するために必要な要素

を確認する。また，話し合いの中で分配法則を活用したことを端的に示している式表現を明らかに

することで理解を深めさせたい。

第２時の学習では，乗法と除法の性質をまとめる。乗法では，「乗数が２倍，３倍，・・・になれ

ば，積も２倍，３倍，・・・になる」という性質を具体的な問題を通して確かめさせる。除法では，

「被除数と除数に同じ数をかけても，同じ数でわっても商は変わらない」という性質を捉えさせる。

小数や分数の乗法，除法計算を考える際の根拠となる性質なので大切に扱いたい。

第３時は，乗法，除法の問題を式に表し，それぞれの式に表された数を対比してみることを通し

て，相互関係を考察させる。乗法の逆は必ずしも除法であるが，除法の逆は乗法ではないことも，

具体例を示しながら捉えさせる。

本校５，６年生の算数科の指導では，一人一人の学習状況を把握し，的確な指導を行うために，

単純２分割を基本とした少人数指導を行っている。本単元においても，生活班を単位として２分割

した形態で指導を行う。(本時の指導は，５年１組 34 名中 17名を対象として行い，残り 17 名は５

年 1 組教室で小笠原 武教諭が指導を行う。)



３ 単元の目標

四則演算に関して成り立つきまりや性質について理解を深め，計算の方法を発展的に考えるとき

などにこれらを活用する能力を高める。

○関心・意欲・態度

・四則演算について成り立つきまりや性質を用いて計算の方法を発展的に考えようとする。

○数学的な考え方

・計算のきまり（交換法則，結合法則，分配法則）についてまとめるときに，■や●などを用い

て，これらを一般的にとらえる。

○表現・処理

・四則演算に関して成り立つきまりや性質を用いることができる。

○知識・理解

・四則演算に関して成り立つきまりや性質を理解する。

４ 指導計画と評価規準〈既習事項分析表〉（４時間）

小単元 主な学習内容 時数 主な評価規準 本時にかかわる既習事項

○
計
算
の
き
ま
り

・アレイ図から分
配法則を確かめ
る。

・分配法則を用い
て工夫して計算
する方法を考え
る。

１
（
本
時
）

(関) 式の意味を，アレイ

図と関連付けて考えよ

うとしている。

(考) 分配法則を用いて，

工夫して計算する方法

を考えることができる。

・加法の交換法則，結合法則（一般化）

■＋●＝●＋■

(■＋●)＋▲＝■＋(●＋▲)【４年】

・乗法の交換法則，結合法則（一般化）

■×●＝●×■

(■×●)×▲＝■×(●×▲)【４年】

・分配法則

（■＋●）×▲＝■×▲＋●×▲

（■－●）×▲＝■×▲－●×▲【４年】

・四則混合計算の計算順序【４年】

・総合式【４年】
・乗数と積の関係に

ついて確かめる。
・除数と被除数の関

係について確か
める。

１

(表)乗法，除法の性質を用

いて問題を解決するこ

とができる。

(知)乗法，除法の性質を理

解している。

・除法の性質 12÷３＝(12×10)÷(３×

10)，120÷30＝(120÷10)÷(30÷10)【４

年】

・乗法と除法の関係
を見直す。 １

(知)乗法と除法の関係を

理解している。

・除法の検算

23÷６ →６×３＋５＝23【３年】

５ 関連と発展

４年 ５年 ６年

⑫計算のきまり 本単元 計算のきまり ⑥分数のかけ算とわり算(１)

⑦分数のかけ算とわり算(２)・（ ）を用いた式の意味と計算

順序

・四則混合計算の意味と計算順

序

・分配法則とその活用

・四則について成り立つ法則

・乗法，除法に関して成り立つ

性質

・乗除の相互関係

・計算法則の分数への拡張

・未知数を□で表し立式し，□

にあてはまる値を求めるこ

と

⑦小数のかけ算

⑧小数のわり算

・計算法則の小数への拡張

・未知数を□で表し立式し，□

にあてはまる値を求めるこ

と



６ 本時の指導

(1) ねらい

分配法則の理解を深める。

(2) 本時の評価の観点と具体の評価規準

評価規準
十分満足できると

判断される状況

努力を要する状況の

児童への手立て

(関)式の意味を，アレイ図と関

連付けて考えようとしてい

る。

式の意味を，アレイ図と関連付

けて考え，説明しようとしてい

る。

アレイ図の縦と横に並んだ丸の

数を確かめ，式の数字と対応さ

せる。

(考) 分配法則を用いて，工夫し

て計算する方法を考えること

ができる。

分配法則を用いて，工夫して計

算する方法を考え，説明するこ

とができる。

分配法則の式変形の手順を示

し，分配法則を適用させる。

(3)展開

段階 主な学習活動 指導上の留意点と評価☆（方法）

つ
か
む

（
１
５
分
）

１ 分配法則を確かめる。

２ 問題を把握する。

３ 課題を把握する。

・式の意味をアレイ図と関連付けて考えさせなが

ら，(■＋●)×▲＝■×▲＋●×▲の分配法則が

成り立つことを確かめる。

・式の意味をアレイ図と関連付けて考えさせなが

ら，(■－●)×▲＝■×▲－●×▲の分配法則が

成り立つことを確かめる。

・分配法則を使って式変形する手順を確かめる。

・問題把握の段階で分配法則の適用が容易な(1)の

問題を解決させることで，分配法則を活用して計

算のし方を工夫しようとする意欲を高める。

・(2)の問題に分配法則を適用するために，解き方

を工夫する学習であることを確かめ，課題を設定

する。

考
え
る
（
１
０
分
）

４ 課題解決の見通しを持つ。

・100 と９に分けて考える。

５ 自力解決をする。

(ア)109×５＝(100＋９)×５

＝100×５＋９×５

＝500＋45

＝545

・課題把握までの段階で，解決の方法を見通してい

る児童が多いと判断した場合は，すぐに自力解決

に取り組ませる。

・解き終わったら，筆算をして答えを確かめること

を確認し，自力解決に取り組ませる。

計算のきまりを使ってくふうして計算しよう。

上の計算のきまりを使って，次の(１)，(２)

の計算のしかたを，くふうしましょう。

(1)38×９＋２×９

(2)109×５

☆式の意味を，アレイ図と関連付けて考えようと

している。(観察・発言)



(イ)109×５＝100×５＋９×５

＝500＋45

＝545

・自力解決が困難な児童には，分配法則の式変形の

手順を示し，分配法則を適用させる。

話
し
合
う
（
１
０
分
）

６ 自力解決の結果を発表し学びあう。

７ 類題を解く。

・98×６

・(イ)の考え方を全体で取り上げ，どの計算のきま

りを使っているのか話し合わせる。

・「工夫しているところ」を中心に話し合いを深め

させる。

・「（90＋８）×６」と，「(100－２)×６」の２つの

考え方を比較し，100 をもとにして考えるよさに

気付かせる。

ま
と
め
る(

５
分)

８ まとめをする。 ・計算のきまりを使って工夫して考えるよさを振り

返り，まとめの文に位置付ける。

つ
か
う
（
５
分
）

９ かけ算の筆算に，分配法則が使われて

いたことを確かめる。

10 本時の学習を振り返る。

・かけ算の筆算の計算原理を黒板で振り返りなが

ら，全員で総合式を完成させ，理解を深めさせる。

・「分かったこと」を中心にノートに記述して振り

返らせる。

計算のきまりを使って計算すると，かんたん

に計算できる場合がある。

☆分配法則を用いて，工夫して計算する方法を考

えることができる。（ノート）


